
モザイク化が加速する30 分都市圏

都市

新型コロナウィルスの影響で在宅勤務を余

儀なくされた私たちは、不自由な思いをした一

方で、大きな気づきを得ることも出来ました。こ

うした気づきから生まれる社会の変化はやがて

都市のかたちにも影響するような感じがします。

そんな感触についての可能性の一端を紹介

したいと思います。

コロナによる行動と価値観の変化
ステイホームと言われた３月末以来の自粛生

活の中で、私たちのライフスタイルは大きく変わ

りました。オフィスワーカーにとって最大の変化

は働き方だったでしょう。毎朝眠い目を擦りなが

ら満員電車に揺られなくとも仕事が進むという

事実は、私たちにとっても良い意味で大きな衝

撃でした。テレワークはすでに技術的には実現

されており、これを阻んでいたのは私たちが当

たり前だと思い込んでいた商習慣や仕事の仕

方だったということがよくわかりました。

もちろん働き方だけではなく、身近な生活圏

が意外に豊かであることに多くの人は気が付

いたのではないでしょうか。著名な観光名所に

行かなくとも近所の寺社仏閣の歴史に感心した

り、微地形や暗渠を上手く活かした広場や遊

歩道などのパブリックスペースで、運動や交流

を楽しんだ方も少なくなかったでしょう。移動手

段についても変化は大きく、安全性最優先の

考えから鉄道やバス、タクシーなど第三者と空

間をシェアする公共交通が敬遠され、徒歩や

自転車などパーソナルな移動手段が選択される

ことが多くなりました。

都心／居住地の中間エリアへの期待
突如として市民権を獲得した在宅勤務に関

しては課題も見つかりました。今回は学校など

の休業も重なり、子供と過ごせる時間が増えた

喜びと共に仕事との両立という難問も生み出し

ました。共働き世帯にとっては、同時にWeb

会議がある時の音や通信環境の対応も課題で

す。都心のオフィスまで行かなくとも家の近くで

集中できるワークプレイスが欲しいという声はか

なり多かったと推察します。

これからの大都市において都心部と居住地

の中間に、こうした需要が高まってくるのではな

いでしょうか。もちろんワークプレイスだけではな

く、関連する交流施設や商業施設も充実する

と良いですし、医療機関も中間エリアへの分

散立地が進むかもしれません。首都圏の平均

通勤時間は片道約 50 分と言われているので、

この中間エリアはその真ん中、自宅からもオフィ

スからも25 分〜 30 分程度の時間距離が適当

と考えます。

おそらく、中間エリアでのワークスタイルは朝

から夕方までずっとというものではないでしょう。

午前中のみここで働き、午後からは都心に出

社することも考えられるでしょうし、Web 会議を

ここで対応した後に自宅に戻って在宅勤務とい

うのもありそうです。自宅と中間エリアの往復は

徒歩が理想ですが、途中で買い物をしたり子

供の送り迎えをするのには自転車や小さな電動

車というのもいいですね。家からも都心のオフィ

スからも30 分以内で行ける中間エリア（図１）

ではこのような多様なライフスタイルシーンにフレ

キシブルに応えることが求められそうです。その

ため季節や時間帯によって用途を簡単に変え

ることのできるマルチタスク空間が増えてくるの

かもしれません。

東京の都市構造変化を展望
こんな変化が東京で進むとすれば、中間エ

リアとなるのはどんなところでしょうか？例えば東
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京都が都市開発諸制度の中で「活力と賑わ

いの拠点地区」や「枢要な地域の拠点地区」

（図２）と示しているエリアは有力な候補だと

思われます。西では環七の内外、東の方では

環六と環七の間あたりがイメージしやすいので

はないでしょうか。これらの拠点地区群はいず

れも鉄道駅を核としており、都心のオフィスまで

30 分以内で到達できます。また、これらのエリ

アに徒歩または自転車で20〜30分圏となると、

都心に通うビジネスマンの居住地を相当程度カ

バーできると思われます。

東京の都心はもともと多中心構造が特徴で

す。ビジネス拠点の大丸有、商業の顔として

の銀座、歴史と文化の日本橋はもちろん、渋谷、

新宿、池袋や品川などの巨大ターミナル駅の

周りは各々が異なる街の雰囲気を創り上げてい

ます。赤坂・六本木や臨海部も新しい東京の

顔となってきています。

これらから発展が期待される中間エリアでも、

都心部と同様に歴史や文化の違いや地形の

特徴などによって個性が際立ち、一つ一つが

オリジナリティあふれる都市圏を構成することが

重要です。これによって東京都が「目指す都

市像」として検討しているモザイク状の都市構

造（図３）への変化が加速するでしょう。

もちろん都心でしか出会うことのできない超一

流のライブエンターテイメントやスポーツ観戦など

リアルな価値も再認識されています。中間エリ

アを中心とした30 分都市圏での生活と都心で

の高質なライフスタイルを両立することで、私た

ちの生活はこれまで以上に便利で豊かになると

思います。

すでに起きている変化の兆し
2019 年 11月に国交省が発表した東京都市

圏 PT 調査結果によると、1978 年の調査開

始以来初めて総トリップ数が減少しました（図

4）。首都圏の人口が引き続き伸びており、そ

の中でも働く女性が増えている状況下でのトリッ

プ減少は、在宅勤務をはじめとする多様なワー

クスタイルが予想以上に早く広く浸透しているこ

とを表しているかもしれません。これらのトレンド

をリードしているのは若手のインキュベーターや

クリエイターなど、大企業離れした若者たちで

はないかと思います。これから大企業が働き方

の多様性に舵を切ることによって、人の動き方

の変化も大きく加速するでしょう。今後の詳しい

分析や洞察に注目していきたいと思います。
（2020 年 6月5日）
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図２　拠点地区位置図
（東京都都市開発諸制度活用方針より抜粋）　　

図４　総トリップ数（東京都市圏第 6 回パーソントリップ調査より抜粋）

図３　多様な個性ある拠点群
（東京都都市計画審議会　第２回都市づくり調査特別委員会資料より抜粋）

図１　30 分都市圏のイメージ


